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背　　景
　近年、環境への適合や安全性の観点から、より軽量で高靭な材料が求められている。高分子材料はその軽量でソフトな
性質から、広く利用されているが、さらに高靭性や自己修復性の付与が期待されている。

概要・特徴
　本研究により、軽量でソフトな高分子材料に、超
分子構造を組み込むことにより、高靭性や自己修復
性を付与することが可能になった。

技術内容
●シクロデキストリンモノマーとゲストモノマーと水溶
性モノマーとの共重合により、高靭で自己修復が可
能なヒドロゲルを得た。
●シクロデキストリンポリマーとゲストポリマーとの混
合により、高靭性で自己修復が可能なゲルを得た。
●疎水化したシクロデキストリンモノマーとゲストモノ
マーと疎水性モノマーとの共重合により、高靭性で
自己修復が可能なエラストマーを得た。
●疎水化したシクロでキストリンモノマーとゲストモノ
マーの組み合わせに、セルロースや他のポリマーを
組み入れることにより、強靭で自己修復可能な新た
な高分子材料を得ることに成功した。

社会への影響・期待される効果
　これまでの高分子材料に欠けていた高靭性や自己修復性を付与することができたので、壊れにくく再生可能な高分
子ゲルが実現した。
　さらに高分子ゲルだけではなく、疎水性のシクロデキストリンモノマーと疎水性のゲストモノマーを用いることに
より、超分子エラストマーを得ることができた。この超分子エラストマーを利用することにより、これまでの高分子
材料に、高靭性や自己修復性を付与することができ、これまで実現できなかった丈夫で壊れにくいソフトマテリアル
を実現することができた。
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